














An Educational Program about Developmental Disorders: “To Know, 
Narrate, and Learn Myself”
Miki Yuzawa
　This report proposes an educational program about developmental disorders: “To know, 
narrate, and learn myself”. First, the report summarizes the theoretical background of 
this program in terms of an active learning, the Jigsaw Method, and a conference. Then, 
it explains the method of this program. This program consists of two sessions. In the 
program, each participant narrates to himself or herself while considering which disorder 
would characterize his or her own personality best: autistic syndrome, ADHD, or akinetic 
mutism. Finally, the effects of this program from the results of a class evaluation are 
considered. 
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【自閉スペクトラム症  グループ・選択性緘黙  グループ】
私は４歳児。大きな画用紙を渡されて，「自由に絵を描きましょう。そして，あとから，
その絵について，何を描いたかお話を聴かせてね」と，先生から言われました。
【ADHD 症  グループ】
私は５歳。卒園式に向けて，今日から練習を始めます。でも，その練習では，「きちん」
と座っておかなければならないのだそうです。
具体的な方法
こんな声かけをしてほしい
こんな環境上の配慮をしてほしい
資料１　「「私」を知る・語る・学ぶ」における第１テーマのワークシート
資料２　「「私」を知る・語る・学ぶ」における第２テーマのワークシート
133
　Ａ保育園のＡくん（５歳）は，場面の切り替えが難しく，他の子どもたちと一
緒の活動に参加しにくい。気に入らないことがあったとき，園外に逃げ出そうと
したことがあり，目を離すことができない。加配の先生を市から派遣してもらい
たいものの，診断が降りていない（あるいは，病院に相談にいった経験もない）
ため，協力を得られない。園では専門家を呼んでＡくんにとってより適切な環境
についての話し合いを持ちつつある。一方，母親や父親は，Ａくんの行動は気に
なりつつも，そのことをあえて話題から避けるため，園と家庭との連携がとれず，
また，家庭でも一貫した取り組みが行われていない。園としては，両親に病院へ
の受診を勧めてみたいと思っている。
保育者として心に留めておきたい点
資料３　「「私」を知る・語る・学ぶ」における第３テーマのワークシート
